






要約:福井市は未熟児センターをもつ 3 つの基幹病院があり、それぞれの病院が独自でハ

イリスク児のフォローアップを行っていて、そこでは総合的な育児支援を含めた early

intervention は行われていなかった。そこで平成 8 年度より福井保健所において県内の

低出生体重児を集めて、医師だけでなく、理学療法士、作業療法士、助産婦、保健婦、言

語療法士、心浬学者やボランティアなどによる、early intervention を行った一年目は 2

ヵ月に一回、2 年目からは毎月行った。初めての参加者は「ましゅまろセミナー」に、2

回目以降は「ステップ・バイ・ステップ」に参加してもらったその結果、毎回 2つのクラ

スで 30 名近くの参加があり、福井市周辺を含めた低体重出生児の約 30%が一度は訪れた

ことになる。健康や栄養などに対する質問などが多く、育児不安を解消するのに有効であ

っただけでなく、母親同士の交流もあり継続を望む声が大きかった。


